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1． 主な仕事と地盤工学との出会い 

 
私は地盤工学会に入会してまだ 5 年程度で，大学等で

も地盤工学を学んだことはありません。そんな私がなぜ

か，地盤工学会で事業企画戦略室(?)の幹事委員をしてい

たり，横浜国立大学で非常勤講師として環境地盤工学を

教えていたりしています。世の中何があるかわかりませ

ん。まだ，地盤工学とは関係がない人生を歩んできたけ

れども，地盤工学会と出会ってしまった，というのが僕

の今の感覚です。この原稿は，地盤工学会との出会いや

ワークライフバランスについて書くように，とのことな

ので，最初に地盤工学会と関係がなかった私が，なぜ会

員になってしまったのか，について話したいと思います。 

私は，大学・大学院では農業土木を学びました。全く

地盤工学会とは関係ありません。大学・大学院を卒業後，

環境コンサルティング会社に就職をしました。環境コン

サルティング会社では，土壌汚染の調査・対策・コンサ

ルティング業務に従事し，調査設計・施工・情報公開対

応・シミュレーションによる地下水流動・物質移動予測

などの業務に取り組んできました。地盤工学会の講習は

受けることがありましたが，基本的には関係ありません

でした。 

環境コンサルタント会社に入社して 3 年目，土壌汚染

の基準設定に関して疑問を持ち，横浜国立大学の環境情

報学府環境リスクマネジメント専攻(地盤工学がある理

工学部とは別の学部です)の社会人博士後期課程に入学

しました。昼間は通常業務をしつつ，夜間に論文執筆，

時々休暇を取りゼミに出席をする，という生活を 2 年半

送り，無事，博士(環境学)を取得しました。しかしなが

ら地盤工学会で発表をする機会もなく，地盤工学会を意

識したことはありませんでした。 

博士を取得して通常の会社員に戻っていた 2009 年の

後半くらいでしょうか。地盤環境分野の K 先生から声を

かけて頂き，地盤工学会が作成する「大地をめぐる環境

問題」という WEB ラーニングの教材作成の委員会に委

員として加わることになりました。多分，この時が地盤

工学会との初めての出会いであり，学会に行った初めて

の機会でもありました。 

この委員会は密度が濃く，半年の間に 7～8 回委員会が

開催され，WEB の教材を作成し，全員で文字通り一言一

句チェックをしていくという作業を行いました。そこに

参加されていた地盤工学会の地盤環境系の委員の皆様

(先輩・大先輩ばかり)の見識とハードワークにこんな人

達になれたらいいなぁ，そして飲み会好きな感じに，と

ても居心地が良いなぁ，と感じていたのを覚えています。

この委員会の終了時点で，委員長から「保高さん，地盤

工学会に入っていないの？それはあかんなぁ。直ぐに入

るように。」と言われて慌てて入ったことを昨日のように

思い出します。 

その後，2011 年 3 月 11 日に東日本大震災が起こり，

2011 年 4 月から産業技術総合研究所(以下，産総研)に所

属が変わりました。この震災と転職が私と地盤工学会の

結びつきを強めるきっかけとなりました。学会提言の検

証と評価に関する委員会に参加させて頂く機会を得たの

ち，地盤工学会 東日本大震災対応調査研究委員会 地盤

環境研究委員会に幹事委員として参画させて頂き，いく

つかのプロジェクトを皆様とご一緒させて頂きました。 

この委員会に参加する過程で，学会発表についても，

徐々に地盤工学会をメインフィールドとするようになっ

てきました。そんなある日，学会で知り合った S さんか

ら電話がかかってきて，「事業企画戦略室の委員を交代し

てもらえないですか？」と打診があり，事業企画戦略室

の室員に，さらには学会で知り合った T 先生からの依頼

で，横浜国立大学の非常勤講師として環境地盤工学を教

える，という機会も頂いております。さらに現在，産総

研内の国際標準化プロジェクトとして，地盤工学会が国

内 審 議 団 体 で あ る ISO/TC190(Soil Quality) の

ISO/TS21268-3「上向流カラム通水試験」のアップグレー

ドリーダーをさせて頂くなど，ますます地盤工学会との

関わりが増している(というか，逃げられなくなってい

る？？？)日々です。 

このように地盤工学会に取り込まれていったわけです

が，決して嫌なわけではありません。私は環境地盤工学

の分野の方々，事業企画戦略室の皆様，地盤工学会事務

の皆様など，限られた方々としかお会いしていないので

すが，気持ちが良い方が多く，時に仕事が多くて辛いこ

ともありますが，楽しく学会活動をさせて頂いておりま

す。 
 

2． １日のタイムスケジュール 
 

1 日のタイムスケジュールを書くためには，家族構成
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を書かねばなりません。コンサルティング会社で働く妻，

6 歳息子，2 歳の娘，という家族構成です。共働きのため，

朝ご飯と朝の保育園の送りは私の仕事，お迎え，夜ご飯

は妻の仕事，という形の分担をしております。以下に平

日の一日のスケジュール例を記載します。 

 

4:00 起床：自分の仕事 

7:00 朝食づくり・保育園の支度・朝食 

8:00 保育園への送り 

9:30 打合せ，現場，出張など 

20:00 帰宅 

21:00 子どもとお風呂 

22:00 就寝 

 

1 週間のうち 3～4 日は日帰り出張のため，まとまって

論文等を書く時間を日中は取りにくいので，早朝に自分

の仕事をするように心がけています。子どもの寝る時間

にそのまま寝てしまうことも多いので，睡眠時間として

は十分確保できているのですが，冬は寒いので起床が非

常に辛いです。 

また，妻・私とも海外出張があるので，その時には日

本に残ったほうは，保育園の送り，お迎え，ご飯，掃除，

洗濯，お風呂，そして仕事をしなければなりません。こ

の時ほど，妻がスーパーマンだと思ったことはありませ

ん。妻が海外出張で不在時は，日々の生活を維持するこ

とで精一杯になります。仕事のことも余り考えられなく

なるので，妻不在時にピークが来ないように調整をしま

す。 

休日には自転車に子どもを二人乗せて，上野動物園や

小石川植物園などに遊びに行きます。写真－1はウルトラ

マンのスタンプを押すために，自転車で JR の駅を回っ

ているところです。 

写真を，ということなので，バルセロナで発表をして

いる写真を載せます(写真－2)。これも地盤工学会とは関

係ない学会ですが。 

 

3．ワークライフバランス 
 

 ワークライフバランスという言葉は，仕事と生活の調

和という意味でしょうか。その調和は，一人ひとり，家

族ごとに違うと思います。最近は年をとって色々忘れる

ことが出来るようになったせいか，仕事と家庭の切り替

えがうまく出来るようになってきました。仕事の悩みは，

生活に戻ると忘れ，生活の悩みは仕事に戻ると忘れ，を

繰り返している気がします。逆に考えると，仕事のこと

を忘れるほど生活を楽しみ，生活の悩みを忘れるほど仕

事を楽しんでいる，ということかもしれません。 

人・家族の数だけワークライフバランスの形はあるで

しょうし，家族の年代が変遷すると変わると思います。

ということで，楽しめるやり方でバランスを取って行き

たいと思っています。 

いずれにせよ，産総研は組織も制度も，仕事と生活の

バランスが取りやすい機関だな，と思っています。 

 

4．ダイバーシティについて 
 

ダイバーシティ，というのは多様性のことですね。若

手，シニア，男性，女性，色々視点はあると思います。

個人的には上記の区分も大切なのですが，研究委員会等

で様々な背景，職業の方が集まり，一つのことについて

議論をすることでもダイバーシティは生まれていると思

います。何かを生み出すための研究委員会・学会は重要

だと思います。一方，自分と同質な方だけでなく，異質

な方と出会い，意見を交換することで，「あ，そういう見

方もできるんだ～」という視点が持てることも研究委員

会・学会の良い所だと思います。 

同じ組織の中のダイバーシティも重要ですが，異なる

組織間・異なる業界間のダイバーシティも重要です。学

会はこれらが交わる「場所」なので，貴重な「場所」な

のだろうな，とこの文章を書きながら思っております。 

 

5．終わりに 
 

若手にとっても，シニアにとっても，男性にとっても，

女性にとっても，学会が緊張感と居心地の良さの両方を

保てることが，魅力ある学会につながると思っています。

そのような学会に出来るよう，少しずつ努力をしていき

たいと思います。 

(原稿受理 2015.4.22) 

 
写真－1 休日に子どもたちと行ったスタンプラリー 

 

 
写真－2 海外での学会発表の様子 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


